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平 成 23 年  第 ２ 回 定 例 会
平成22年度一般会計予算
平成23年度一般会計予算

65億2406万3千円
57億6275万6千円

６月14日から６月22日までの９日間

可
決
さ
れ
た議

案
事
項

　

平
成
23
年
第
２
回
定
例
会
は
、

６
月
14
日
か
ら
22
日
ま
で
の
９

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、

上
程
さ
れ
た
議
案
や
陳
情
の
一

部
を
除
き
決
議
し
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
（
専
決
）

健
康
保
険
法
施
行
例
令
等
の
一

部
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴

う
改
正
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
（
専
決
）

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
改
正
。

●
税
条
例
の
一
部
改
正
（
専
決
）

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
改
正
。

●
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
条

例
等
の
一
部
改
正

　

各
種
委
員
会
等
の
組
織
変
更

に
よ
る
改
正
。

●
観
光
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
廃
止

　

畦
布
休
憩
所
の
売
却
に
伴
う

廃
止
。

●
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
７
号)

（
専
決
）

　

事
業
の
確
定
に
よ
る
予
算

措
置
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
９
１
、１
７
３
千
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
は
６
、

７
１
５
、２
３
６
千
円
。

●
平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
５
号)

（
専
決
）

　

事
業
の
確
定
に
よ
る
予
算
措

置
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
、

０
６
９
千
円
を
減
額
し
、
予
算

の
総
額
は
９
９
９
、２
１
４
千

円
。

●
平
成
22
年
度
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算(
第
３
号)

（
専

決
）

　

事
業
の
確
定
に
よ
る
予
算
措

置
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の

総
額
は
１
、１
７
４
千
円
。

●
平
成
22
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算(

第
４
号)

（
専

決
）

　

事
業
の
確
定
に
よ
る
予
算

措
置
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
６
、
７
３
８
千
円
を

減
額
し
、
予
算
の
総
額
は

７
８
７
、０
２
６
千
円
。

●
平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
３

号)

（
専
決
）

　

事
業
の
確
定
に
よ
る
予
算
措

置
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
、

１
４
３
千
円
を
減
額
し
、
予
算

の
総
額
は
６
９
、３
４
８
千
円
。

●
平
成
22
年
度
伊
延
港
ふ
頭
用

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算(

第
１
号)

（
専
決
）

　

事
業
の
確
定
に
よ
る
予
算
措

置
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
０
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の

総
額
は
２
５
、９
８
０
千
円
。

●
平
成
22
年
度
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
５
号)

（
専

決
）

　

事
業
の
確
定
に
よ
る
予
算
措

置
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
、

４
８
６
千
円
を
減
額
し
、
予
算

の
総
額
は
２
２
３
、４
１
５
千

円
。

●
平
成
22
年
度
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

５
号)

（
専
決
）

　

事
業
の
確
定
に
よ
る
予
算
措

置
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
、

６
０
６
千
円
を
減
額
し
、
予
算

の
総
額
は
２
７
３
、５
０
７
千

円
。

●
平
成
22
年
度
奨
学
資
金
特
別

会
計
補
正
予
算(

第
１
号)

（
専

決
）

　

事
業
の
確
定
に
よ
る
予
算
措

置
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
７
、３
０
８
千
円
を
追
加
し
、

予
算
の
総
額
は
２
２
、６
２
３
千

円
。

●
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算(

第
１
号)

（
専
決
）

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災

害
対
策
関
係
資
金
利
子
助
成

事
業
費
５
、２
２
５
千
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
は
５
、

条
　
例

予
　
算
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７
６
２
、７
５
６
千
円
。

●
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事

業
費
、
伊
延
港
待
合
所
整
備
事

業
費
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
防
犯
灯

施
設
整
備
事
業
費
の
増
額
等

の
予
算
措
置
で
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
４
９
、１
３
２
千
円

追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
５
、

９
１
１
、８
８
８
千
円
。

●
平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
７
０
千
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
は
１
、

０
４
６
、０
６
１
千
円
。

●
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

策
定

　

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
ま
で
の
公
共
的
施
設
総
合
整

備
計
画
の
事
業
費
、
事
業
量
及

び
事
業
内
容
の
策
定
。

●
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
変

更
　

事
業
内
容
の
変
更
及
び
、
基

盤
整
備
促
進
事
業
等
緊
急
性
の

あ
る
新
規
事
業
の
追
加
等
に
よ

る
変
更
。

●
物
品
購
入
契
約
の
締
結

　

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

３
０
、７
６
５
千
円
の
売
買
契

約
。

●
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
き
２
名
の
委
員
の
推

薦
。

●
30
人
以
下
学
級
実
現
，
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に

係
る
意
見
書
の
採
択
要
請
に
つ

い
て

陳
情
は
、
意
見
書
と
し
て
関
係

行
政
庁
に
提
出
し
実
現
を
要
請

し
ま
し
た
。

そ
の
他

採
択
さ
れ
た
陳
情

残暑お見舞い申し上げます。
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一　般　質　問
平成23年（６月）第２回議会定例会

泉　秀樹議員

質
問
１　

本
町
の
第
一
次
産
業

へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
見
込

ん
で
い
る
か
。

答
弁　

農
業
で
は
、
東
日
本
の

農
産
物
生
産
を
他
の
地
域
で

担
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の

見
方
が
あ
り
、
本
町
農
産
物
の

増
産
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、

我
が
国
経
済
の
低
迷
が
懸
念
さ

れ
、
消
費
の
減
退
を
心
配
す
る

意
見
も
あ
る
。
水
産
業
で
は
、

震
災
に
よ
る
魚
価
の
急
激
な
変

動
等
の
発
生
は
な
く
、
現
在
の

と
こ
ろ
本
町
へ
の
大
き
な
影
響

が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

今
後
の
農
水
産
物
の
生
産
状
況

や
消
費
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

質
問
２　

こ
れ
か
ら
の
本
町
農

業
の
振
興
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
か
。

答
弁　

今
回
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
間
接
的
で
は
あ
る
が
、

本
町
花
き
生
産
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
す
結
果
と
な
っ
た
。

本
町
農
業
は
、
複
合
経
営
を
基

本
と
し
て
、
温
暖
な
気
候
を
活

か
し
、
本
町
農
業
者
の
高
い
生

産
技
術
に
よ
り
安
心
・
安
全
で

高
品
質
な
農
産
物
の
生
産
に
努

め
る
と
と
も
に
、
土
づ
く
り
に

よ
る
環
境
に
や
さ
し
い
持
続
可

能
な
農
業
を
目
指
し
て
振
興
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回

の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
や
台

風
２
号
の
被
害
な
ど
を
ふ
ま
え
、

関
係
機
関
や
農
業
者
と
と
も
に
、

本
島
の
地
域
性
や
気
候
に
合
っ

た
農
産
物
の
選
択
と
被
害
拡
散

防
止
の
た
め
の
複
合
経
営
に
つ

い
て
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

質
問
３　

こ
れ
か
ら
の
本
町
水

産
業
の
振
興
に
ど
の
よ
う
に
取

組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁　

本
町
水
産
業
に
お
い
て

は
、
一
昨
年
度
は
漁
獲
量
が
減

少
し
た
が
、
昨
年
度
の
漁
獲
高

は
若
干
上
昇
し
た
。
し
か
し
魚

価
の
低
迷
や
資
材
高
騰
な
ど
漁

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、

今
後
と
も
種
苗
放
流
や
魚
礁
の

活
用
な
ど
に
よ
り
水
産
資
源
の

確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
離
島

漁
業
再
生
支
援
事
業
を
活
用
し

た
生
産
性
向
上
と
創
意
工
夫
を

活
か
し
た
新
た
な
漁
法
に
対
す

る
取
組
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
浮
き
魚
礁
の
設
置
や

氷
の
安
定
供
給
の
た
め
の
製
氷

施
設
な
ど
を
整
備
し
、
水
産
業

の
振
興
に
努
め
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
・
大
津
波
・
原
子
力
発
電
所
事
故
等
の

影
響
に
つ
い
て

せり市の様子
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質
問
２　

耐
震
化
を
含
め
た
住

宅
リ
ホ
ー
ム
に
対
す
る
助
成
制

度
を
創
設
で
き
な
い
か
。

答
弁　

本
町
に
お
い
て
も
、
耐

震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事
に
係

る
補
助
制
度
を
創
設
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
、
国
の
助
成

制
度
と
併
せ
た
耐
震
改
修
工
事

部
分
に
つ
い
て
助
成
の
対
象
と

す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

 

離
島
に
お
け
る
住
民
サ
ー
ビ

 

ス
に
つ
い
て

質
問
１　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

沖
永
良
部
出
張
所
の
在
り
方
に

つ
い
て
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の

か
。

答
弁　

沖
永
良
部
出
張
所
の
統

廃
合
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
登

記
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
こ
れ
か
ら

も
維
持
し
、
地
域
住
民
の
利
便

性
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
重
要

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係

機
関
と
十
分
に
連
携
を
図
り
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

盛　泰夫議員

　

私
は
六
月
上
旬
、
東
北
の
被

災
地
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。「
東
日
本
大
震
災
」
に
て
被

災
さ
れ
た
皆
様
の
一
刻
も
早
い

復
興
と
、
数
多
く
の
犠
牲
者
の

ご
冥
福
を
、
心
よ
り
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

 

危
機
管
理
と
「
和
泊
町
地
域

 

防
災
計
画
」
の
修
正
に
つ
い
て

質
問
１　

和
泊
町
耐
震
改
修
促

進
計
画
を
含
め
、
津
波
防
災
に

対
す
る
見
直
し
を
早
急
に
図
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

三
月
十
一
日
に
発
生
し

ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
、
国
の
中
央
防
災
会
議
に
お

い
て
「
防
災
基
本
計
画
」
の
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
鹿

児
島
県
に
お
い
て
は
地
震
防
災

対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
第

４
次
地
震
防
災
緊
急
事
業
五
ケ

年
計
画
が
策
定
さ
れ
。
市
町
村

も
同
様
に
、
県
が
策
定
す
る
計

画
に
基
づ
き
必
要
な
計
画
の
見

直
し
を
行
う
。

質
問
２　

情
報
通
信
体
制
の
整

備
充
実
を
図
る
べ
き
だ
と
思
う

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い

て
は
、
戸
別
受
信
機
を
含
め
て
、

平
成
二
十
三
年
度
に
整
備
が
完

成
す
る
。
更
に
災
害
に
よ
る
情

報
収
集
や
安
否
情
報
等
に
有
効

な
移
動
系
の
防
災
行
政
無
線
に

つ
い
て
も
、
整
備
を
行
う
。

質
問
３　

福
祉
避
難
所
の
整
備

を
急
ぐ
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

町
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
協
定
を
締
結
し
て
、
災
害
時

の
要
援
護
者
の
避
難
施
設
と
し

て
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
指
定

し
て
い
く
。
今
後
、
民
間
の
福

祉
施
設
と
応
援
協
定
を
結
ぶ
ほ

か
、
指
定
避
難
所
で
あ
る
小
・

中
学
校
施
設
等
を
福
祉
避
難
所

と
し
て
利
用
す
る
な
ど
の
対
策

が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。
要

援
護
者
の
状
態
に
即
し
て
、
介

護
に
必
要
な
設
備
も
備
え
る
。

質
問
４　

防
災
教
育
の
充
実
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

答
弁　

今
回
の
東
日
本
大
震
災

で
目
の
当
た
り
に
し
た
津
波
へ

の
対
応
も
今
年
度
か
ら
始
め
る
。

地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
に

お
い
て
、
津
波
に
備
え
た
避
難

の
仕
方
や
避
難
経
路
の
確
認
を

新
た
に
指
導
内
容
と
し
て
加
え

て
訓
練
を
す
る
よ
う
に
指
導
し
、

今
年
度
、
町
内
全
小
中
学
校
で

実
施
予
定
。

 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

 

つ
い
て

質
問
１　

和
泊
町
防
災
対
策
基

本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

町
の
防
災
対
策
基
本
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
わ
が

国
の
災
害
対
策
が
、
災
害
対
策

基
本
法
に
基
づ
き
国
、
都
道
府

県
及
び
市
町
村
の
責
務
や
対
策

が
体
系
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
県
が
基
本
条
例
を
制
定

し
て
い
る
中
で
、
条
例
を
制
定

す
る
意
義
や
、
内
容
等
を
検
証

し
、
そ
の
必
要
性
を
検
討
し
て

い
く
。

危
機
管
理
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

南三陸町防災庁舎
職員 241 名の内危機管理課長、5幹部を含む
36 名が死亡・行方不明。庁舎 2階で津波避難
を呼び掛けた「遠藤未希（24 歳）」死亡

石巻市大川小学校
児童生徒 108 名中 74 名が死亡・行方不明
教員 11 名中 10 名が死亡・行方不明
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基
準
単
価
を
下
回
る
よ
う
に
な

り
、
開
発
組
合
の
経
営
安
定
を

図
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
平

成
二
十
一
年
度
か
ら
料
金
単
価

を
ト
ン
あ
た
り
七
百
円
に
固
定

す
る
こ
と
に
し
た
。

質
問
３　

ハ
カ
マ
敷
料
の
出
荷

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

ハ
カ
マ
敷
料
は
、
開
発

組
合
が
脱
葉
施
設
か
ら
出
た
ハ

カ
マ
を
活
用
し
て
本
年
２
月
か

ら
製
造
し
て
お
り
、
１
ロ
ー
ル

二
百
ｋ
ｇ
を
販
売
価
格
千
五
百

円
に
設
定
し
、
こ
れ
ま
で
に

四
百
九
十
九
個
を
製
造
し
、
完

売
さ
れ
て
い
る
。

谷山　健一郎議員

 

新
植
対
策
に
つ
い
て

質
問
１　

調
苗
、
植
付
斑
実
績

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

平
成
二
十
二
年
度
の
調

苗
供
給
は
、
沖
永
良
部
農
業
開

発
組
合
が
二
百
六
十
二
万
八
千

本
（
八
十
二
ｈ
ａ
分
）
を
、

東
内
会
の
７
調
苗
班
が

百
六
十
九
万
六
千
本
（
五
十
三

ｈ
ａ
分
）と
な
っ
て
お
り
、ま
た
、

植
え
付
け
は
、
東
内
会
の
９
植

え
付
け
班
が
五
十
ｈ
ａ
の
植
え

付
け
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
２　

優
良
種
苗
供
給
確
保

事
業
の
成
果
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答
弁　

平
成
二
十
二
年
度
は

二
百
二
十
五
ａ
の
原
苗
圃
場
を

設
置
し
て
優
良
種
苗
の
計
画
的

な
普
及
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
本
事
業
に
よ
り
、
キ

ビ
苗
の
更
新
や
新
た
な
優
良
品

種
の
導
入
な
ど
、
農
家
へ
の
普

及
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

質
問
３　

側
枝
苗
の
活
用
計
画

は
な
い
か
。

答
弁　

今
後
、
畑
か
ん
施
設
が

整
備
さ
れ
た
圃
場
で
は
、
補
植

用
の
苗
と
し
て
利
用
の
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

種
苗
管
理
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
農

場
や
他
地
区
の
活
用
等
の
情
報

収
集
に
努
め
て
い
く
。

糖
業
振
興
に
つ
い
て

 

管
理
作
業
班
の
育
成
・
強
化

 

に
つ
い
て

質
問
１　

地
区
毎
の
班
編
成
の

必
要
性
は
な
い
か
。

答
弁　

地
域
営
農
の
育
成
を
目

的
と
し
た
「
み
ん
な
で
取
り
組

む
地
域
営
農
支
援
推
進
事
業
」

を
活
用
し
て
、
町
内
２
地
区
に

於
い
て
農
作
業
受
委
託
組
織
の

育
成
な
ど
に
も
取
り
組
む
こ
と

に
し
て
い
る
。

質
問
２　

管
理
作
業
機
導
入
の

助
成
は
な
い
か
。

答
弁　

県
単
独
事
業
の
「
さ
と

う
き
び
増
産
強
化
対
策
事
業
」

が
あ
り
、
事
業
費
の
３
分
の
１

の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

 

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
畜
産
環
境

 

整
備
事
業
の
導
入
成
果
と
課

 

題
に
つ
い
て

質
問
１　

工
場
歩
留
の
上
昇
度

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

本
事
業
に
よ
り
、
集
中

脱
葉
機
が
導
入
さ
れ
、
精
脱
と

脱
葉
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
併

せ
て
二
十
四
時
間
体
制
で
の
稼

動
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
原
料

の
劣
化
な
ど
の
解
消
が
で
き
、

工
場
歩
留
ま
り
の
上
昇
に
つ
な

が
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

質
問
２　

事
業
導
入
に
よ
り
生

産
農
家
の
経
費
負
担
が
増
に

な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
こ

と
か
。

答
弁　

以
前
の
脱
葉
料
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
基
準
単
価
を
も

と
に
ト
ラ
シ
ュ
率
に
よ
り
変
動

す
る
方
式
を
と
っ
て
い
た
が
、

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
機
能
向
上
な

ど
も
あ
り
、
料
金
が
恒
常
的
に
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赤山　俊彦議員

と
、
有
機
農
業
者
等
と
の
交
流

の
場
の
設
定
や
地
域
協
議
会
の

設
置
に
よ
る
、
有
機
農
業
の
推

進
が
効
率
的
に
図
ら
れ
る
環
境

の
整
備
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
今
後
と
も
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
「
か
ご

し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
制
度
」

や
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
誘
導
及

び
推
進
を
行
う
と
と
も
に
、
環

境
に
優
し
い
農
業
に
取
り
組
な

が
ら
も
有
機
農
業
を
推
進
し
て

い
く
。

質
問
２　

異
常
気
象
が
多
発
し

て
い
る
が
、
そ
の
状
況
下
に
お

け
る
本
町
の
農
業
振
興
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

本
町
農
業
は
、
複
合
経

営
を
基
本
と
し
て
、
温
暖
な
気

候
を
活
か
し
、
安
心
・
安
全
で

高
品
質
な
付
加
価
値
の
高
い
農

推
進
す
る
た
め
に
は
、
住
居
と

働
く
場
所
の
確
保
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
住
居
に
つ
い

て
は
、
町
の
サ
ン
サ
ン
テ
レ
ビ

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
空
き
家

情
報
の
提
供
や
、
定
住
促
進
住

宅
を
整
備
し
て
い
る
こ
と
の
紹

介
、
そ
し
て
住
宅
用
地
の
貸
付

に
つ
い
て
の
募
集
も
し
て
お
り
、

ま
た
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
全

国
の
沖
洲
会
等
に
周
知
を
図
っ

て
い
る
。
働
く
場
所
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
産
業
の
創

出
を
目
的
に
各
種
団
体
や
関
係

機
関
に
よ
る
産
業
間
連
携
等
推

進
協
議
会
を
立
上
げ
、
そ
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
を
利
活
用
し
た
起

業
支
援
や
企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
創
出
な
ど
も
含
め
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

農
業
の
振
興
及
び
過
疎
対
策
に
つ
い
て

 

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

質
問
１　

平
成
十
八
年
法
律

一
一
二
号
「
有
機
農
業
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
等
に
基
づ
い

た
、
本
町
の
基
本
方
針
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。（
有
機
農
業
と

は
、
科
学
的
に
合
成
さ
れ
た
肥

料
や
農
薬
を
使
用
し
な
い
こ
と

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。）

答
弁　

有
機
農
業
の
推
進
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
い
た
県
の
推

進
計
画
に
お
い
て
は
、
市
町
村

の
役
割
と
し
て
、
消
費
者
の
有

機
農
業
等
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
増
進
さ
せ
る
た
め
の
取
組

産
物
の
生
産
出
荷
に
努
め
、
土

づ
く
り
に
よ
る
環
境
に
や
さ
し

い
持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
し

て
振
興
し
て
い
る
。
現
代
の
よ

う
に
技
術
革
新
が
進
ん
だ
今
日

に
お
い
て
も
農
業
生
産
は
気
象

条
件
に
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
異
常
気

象
傘
下
で
は
、
本
町
の
地
域
性

や
気
候
に
合
っ
た
農
産
物
の
選

択
と
被
害
拡
散
防
止
の
た
め
の

複
合
経
営
に
つ
い
て
再
認
識
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

過
疎
対
策
に
つ
い
て

質
問　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が

年
々
進
行
し
て
い
る
が
、
そ
の

対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
弁　

移
住
、
交
流
人
口
を
増

や
す
こ
と
が
、
町
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
、
そ
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
移
住
を
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を
も
と
に
、
台
風
接
近
時
に
、

民
生
委
員
と
消
防
団
員
が
連
携

し
て
、
要
援
護
者
を
個
別
訪
問

し
、
声
か
け
や
情
報
提
供
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
個

別
支
援
計
画
に
お
い
て
避
難
時

の
支
援
者
が
未
登
録
と
な
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
り
、
実

際
の
災
害
時
に
、
各
地
域
で
適

切
に
避
難
措
置
が
と
れ
る
の
か
、

な
ど
の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
各
世
帯
の
状
況
等
を

再
調
査
し
、
登
録
方
法
の
検
討

や
各
字
の
防
災
会
議
や
近
所
支

え
合
い
会
議
を
通
じ
て
要
援
護

者
の
状
況
の
変
化
に
応
じ
た
計

画
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
実
効

性
の
あ
る
具
体
的
な
避
難
対
策

が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

永野　利則議員

験
と
な
っ
て
い
る
、
今
年
は
沖

永
良
部
島
観
光
連
盟
の
設
立
に

よ
り
、
観
光
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
販

売
な
ど
両
町
観
光
協
会
が
合
同

で
取
り
組
む
こ
と
で
決
定
し
て

い
る
、
ま
た
、
十
一
月
開
催
予

定
の
全
国
ウ
ミ
ガ
メ
会
議
に
併

せ
て
整
備
予
定
の
ウ
ミ
ガ
メ
観

察
ポ
イ
ン
ト
も
観
光
資
源
と
し

て
強
力
な
観
光
客
誘
致
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

質
問
２　

明
治
三
十
七
年
以
降
、

島
民
の
生
活
を
潤
す
外
貨
獲
得

農
産
物
「
え
ら
ぶ
ゆ
り
」
が
減

反
に
な
り
、
観
光
道
路
等
の
植

①
観
光
振
興
に
つ
い
て
　
②
教
育
行
政
に
つ
い
て

③
危
機
管
理
に
つ
い
て

  

観
光
振
興
に
つ
い
て

質
問
１　

西
郷
南
洲
記
念
館
の

オ
ー
プ
ン
を
控
え
地
域
資
源
の

活
用
と
し
て
、
健
康
の
保
持
増

進
に
タ
ラ
ソ
お
き
の
え
ら
ぶ
等

の
利
用
促
進
を
図
り
、
強
力
な

観
光
客
誘
致
が
必
要
だ
と
思
う

が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

西
郷
南
洲
記
念
館
は
、

７
月
に
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て

お
り
、
観
光
案
内
人
の
育
成
と

展
示
品
の
充
実
を
図
り
、
魅
力

あ
る
観
光
拠
点
施
設
と
し
て
活

用
し
て
い
く
計
画
で
す
。
本
町

で
は
昨
年
よ
り
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
、
ダ
イ
ビ

ン
グ
体
験
等
９
つ
の
体
験
メ

ニ
ュ
ー
が
準
備
さ
れ
、
そ
の
内

４
つ
が
タ
ラ
ソ
を
活
用
し
た
体

栽
に
影
響
し
て
き
て
い
る
が
、

こ
の
対
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁　

今
月
か
ら
始
ま
る
球
根

の
堀
り
取
り
に
併
せ
て
、
沖
永

良
部
ユ
リ
組
合
の
協
力
を
得
て

球
根
集
荷
業
者
の
紹
介
を
頂
き
、

早
急
に
ゆ
り
球
根
の
手
配
を
御

願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。「
ゆ
り
」

は
、
本
町
の
町
花
で
も
あ
り
、

沖
永
良
部
島
ら
し
さ
を
表
現
す

る
代
表
的
な
花
で
あ
り
、
安
定

し
た
鑑
賞
用
の
球
根
確
保
は
重

要
な
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
の

協
力
を
得
な
が
ら
球
根
の
確
保

に
努
め
、
ユ
リ
を
基
本
と
し
た

植
栽
を
推
進
し
て
い
く
。

  

教
育
行
政
に
つ
い
て

質
問　

災
害
時
に
備
え
た
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
教
育
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
行
く
の
か
。

答
弁　

今
回
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
原
発
被
害
の
問
題
か
ら
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
が
重

要
視
さ
れ
、
学
校
現
場
に
お
い

て
も
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対

す
る
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
理
科

の
環
境
学
習
で
、
太
陽
光
発
電

や
風
力
発
電
が
、
自
然
の
力
を

利
用
し
て
二
酸
化
炭
素
を
排
出

し
な
い
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ

て
い
く
。

  

危
機
管
理
に
つ
い
て

質
問　

災
害
時
に
お
け
る
要
援

護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
は
、
策

定
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

答
弁　

現
在
、
三
百
七
十
八
名

が
登
録
さ
れ
て
お
り
こ
の
計
画

西郷南洲記念館

「タラソおきのえらぶ」横の風力発電
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全
般
で
打
撃
を
受
け
て
い
る
。

予
想
被
害
額
は
、
さ
と
う
き
び

が
約
六
千
三
百
万
円
、
サ
ト
イ

モ
が
約
一
千
百
万
円
、ス
プ
レ
ー

ギ
ク
を
含
め
た
花
き
類
が
約

一
億
四
千
四
百
万
円
で
、
農
産

物
全
体
で
約
二
億
二
千
八
百
万

円
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
特
に
、

切
り
花
生
産
者
に
お
い
て
は
、

彼
岸
出
荷
の
損
失
を
補
完
す
る

た
め
、
盆
出
荷
用
に
作
付
け
を

行
っ
て
お
り
、
こ
の
た
び
の
台

風
２
号
で
二
重
の
被
害
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
被
害
を
受

け
た
生
産
者
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
災
害
対
策
資
金
利
子
助

成
事
業
の
期
限
を
延
ば
し
、
同

事
業
に
お
い
て
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

伊集院　徳二議員

  

国
営
土
地
改
良
区
設
立
に

  

つ
い
て

質
問
１　

改
良
区
設
立
に
向
け

て
現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

組
織
体
制
の
合
理
化
及

び
効
率
化
、
運
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
目
的
に
、
両
土
地
改
良

区
が
合
併
し
、
一
島
一
土
地
改

良
区
と
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
、
合
併
時
期
を
平
成
二
十
四

年
度
と
し
て
、
協
議
を
進
め
て

い
る
。

質
問
２　

ど
の
よ
う
な
問
題
点

の
整
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の

か
。

答
弁　

合
併
に
伴
う
問
題
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
る
の
が
未
収

金
・
地
区
編
入
・
土
地
改
良
財

産
の
取
り
扱
い
・
賦
課
基
準
の

四
点
で
す
。

  
水
道
水
の
硬
度
低
減
化
に

  
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
石
灰
の

  

有
効
活
用
に
つ
い
て

質
問
１　

水
道
水
か
ら
取
り
出

し
た
石
灰
の
処
理
と
活
用
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

副
産
物
と
し
て
石
灰
が

一
年
間
で
約
百
二
十
五
ｔ
排
出

さ
れ
、
施
設
内
で
約
六
十
三
ｔ

保
管
さ
れ
、
残
り
は
農
家
の
方

約
七
十
人
で
約
六
十
二
ｔ
の
活

用
が
計
ら
れ
て
い
る
。

質
問
２　

石
灰
の
活
用
に
つ
い

て
関
係
課
が
ど
の
よ
う
な
協
議

を
開
催
し
、
ど
の
よ
う
な
方
向

性
を
確
立
し
た
か
。

答
弁　

石
灰
活
用
の
方
向
性
に

つ
い
て
は
、
生
活
環
境
課
、
経

済
課
及
び
企
画
課
を
中
心
と
し

て
、
石
灰
の
利
用
方
法
を
検
討

し
て
い
る
。
農
業
の
分
野
で
は
、

実
験
農
場
で
圃
場
を
石
灰
無
散

布
地
・
苦
土
石
灰
散
布
地
・
貝

殻
石
灰
散
布
地
・
水
道
石
灰
散

布
地
に
区
分
し
て
、
Ｐ
Ｈ
の
変

動
と
持
続
性
の
調
査
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
口
蹄
疫
や
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
応
す
る
家

畜
防
疫
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

  

福
祉
政
策
に
つ
い
て

質
問　

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
独

居
老
人
の
孤
独
死
に
対
す
る
具

体
的
な
防
止
策
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

独
居
高
齢
者
支
援
事
業

と
し
て
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

事
業
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

要
援
護
者
近
所
支
え
合
い
活
動

推
進
事
業
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
戸
別
訪
問
等
の

取
組
を
行
っ
て
い
る
。

  

農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問
１　

東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

る
為
に
行
っ
た
、
災
害
対
策
資

金
利
子
助
成
事
業
の
活
用
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

借
り
入
れ
る
運
転
資
金

に
対
し
て
二
％
ま
た
は
三
％

を
上
限
と
し
、
五
年
間
の
利

子
助
成
を
行
う
。
相
談
件
数

は
四
十
一
件
で
借
り
入
れ
相

談
額
は
約
四
億
五
千
万
円
で
、

そ
の
利
子
助
成
額
と
し
て
約

五
百
二
十
二
万
五
千
円
と
な
る
。

質
問
２　

台
風
２
号
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
状
況
と
、
そ
の
支

援
策
を
ど
の
よ
う
に
講
じ
る
の

か
。

答
弁　

今
回
は
特
に
、
五
月
の

台
風
で
あ
っ
た
こ
と
、
雨
が
降

ら
な
い
風
台
風
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
塩
害
に
よ
っ
て
農
作
物

国
営
土
地
改
良
区
設
立
と
農
業
振
興
・
福
祉

施
策
に
つ
い
て
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　東日本大震災から４ケ月経った今もなお、各地で続
く地震や、原発の影響等を私達はＴＶ等を通じてしか
感じ取る事が出来ないのが現実です。
実際に我々の身にも、この様に経験のない大災害が降
り掛かかってきたら・・・と考えたときに、身近で起
こった「奄美豪雨災害」は記憶に新しいところです
この、大災害時の情報が錯綜する中孤立した被災地に
情報を発信し続けた、島ラジオ「ＦＭうけん」「あま
みエフエム　ディ！ウェィブ」の果たした役割と必要
性を知る為に、私達、総務文教委員は調査して参りま
した。

　昨年10月20日の災害発生から５日間、24時間態勢で
災害情報の放送を続け、ＴＶも、携帯電話も不通の中
「島民」にとっては、唯一の情報網がこの“島ラジオ”Ｆ
Ｍうけん・あまみエフエム　ディ！ウェィブでした。
　普段は、視聴者が求める情報の提供、地域に根差し
た情報の提供・住民参加の情報メディアを目指してい
る、両ＦＭの大きな役割と必要性を痛感致しました。
同様に、本町も台風災害等も含め、大災害はいつ発生
しても不思議ではありません。
事前の災害情報や現状把握が、町民の安心・安全へと
繋がるのではと考え、「ＦＭ　沖永良部」の設立に向
けて私達も支援して参りたいと考えております。

総務文教委員会
☆常任委員会所管事務調査報告☆

「FMうけん」機材の説明（宇検村）

あまみエフエム　ディ！ウェィブによる説明風景（奄美市）

経済建設委員会活動と所管事務調査について
　当委員会の３月定例会後の委員会活動と、所管事務調査についてご報告申し上げます。
１活動　本委員会では５月25日の全郡議員大会で本町の提出議題として特殊病害虫の「アリ
　モドキゾウムシとイモゾウムシの撲滅について」を提出致しました。沖縄県では平成７年か
　ら密度調査を行い、平成24年度には久米島においてアリモドキゾウムシの撲滅宣言を予定
　しております。また、沖縄の津堅島においてはアリモドキゾウムシとイモゾウムシの撲滅宣 
　言も予定をしているそうです。鹿児島県では平成６年度から密度調査を喜界島で行い平成 
　19年度から不妊虫の本格的駆除を開始しているが時間がかかり目途が立っていない状況で
　ある。
①虫の特徴　アリモドキゾウムシの特徴（空を飛ぶことができる。フェロモンをつかって集め
　る事ができる。）。イモゾウムシの特徴（空を飛ぶことができない。フェロモンをつかって
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　集める事ができない。）。※アリモドキゾウムシとイモゾウムシが芋を食べると芋自信が虫
　を避けるため発するイポメヤロンという成分を発し、その匂いが残るので食用や加工品とし
　てそぐわないとされている。
②今後の課題　不妊虫の増殖の為の施設整備、人材育成、大学と連携の取れた研究開発等が必
　要。
③まとめ　平成23年度からレギュラトリ・サンエンス新技術開発事業が岡山大学、沖縄県、
　鹿児島県、九州沖縄研究センターが参加し、３カ年事業としてスタートしました。今後は、
　事業費の拡大を全郡協力して陳情していかなければなりません。

２喜界町における所管事務調査について。目的：①国営土地改良区の設立運営について。②畑
　かん事業の取組。③サトウキビ振興について。以上、３点の調査でした。日時：平成23年
　５月11日。場所：喜界町役場・議会議員控え室。参加者：経済建設委員全員、喜界町担当
　課長以下担当職員、国営土地改良事務局及び担当職員。
（1）国営土地改良区の運営について。
　　改良区の運営については水の管理だけをし、施設の維持管理については町と委託契約で管
　理費をもらって施設の管理を行い、また、本町の改良区とは違い作物ごとに料金を設定し、
　それを賦課し、徴収して運営を行っている。徴収率は100％だ。
（2）畑かん事業の取組。
　　本町の事業の中身の取り組みと全く違う喜界町では全ての畑かん施設が埋設型で散水器具
　についても、事業地区内の受益者負担は無し。
（3）サトウキビ振興について。
　　以前沖縄県と鹿児島県ではサトウキビの苗作りについては、国の事業で２通りの選択があ
　り鹿児島県ではメリクロンでの苗を作りそれを母株として育成し、その二芽苗を使ったサト
　ウキビ増産の施策を展開した。その当時沖縄県では母株の消頭部をカットすることによって
　節目から出てくる側枝を使った推進であった。両方ともメリット、デメリットがあるが、喜
　界町では国営の地下ダムも完成し、事業地区にはほとんど水がいきわたるようになった。そ
　こで、今取り組んでいるのが側枝苗の普及である、今まで苗として使われていたサトウキビ
　が原料になり、原料として作付けをしていた畑がサトウキビ以外の農作物の植付けに利用で 
　きるからだ。本町でも委員会を代表して一般質問を行い、谷山議員が政策提言を行ってい 
　る。この事を関係機関や農家の皆さんの声も聞きながら委員会としても将来に向けた方向性
　を定めていきたいと考えておりますので町民の皆様のご協力をよろしくお願いします。

花
壇
の
植
栽

　

五
月
六
日
に
植
栽
し
た
花
木
が
、
台
風
２
号
に
よ
り

失
わ
れ
、
再
度
六
月
十
八
日
に
花
苗
の
植
栽
を
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
、
暑
い
中
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
町
民

の
皆
さ
ん
も
見
に
来
て
下
さ
い
。

訂
正

第
百
十
一
号
「
議
会
だ
よ
り
」
の
永
年
勤
続
表
彰

欄
に
お
い
て
宮
田
裕
雄
議
員
が
表
彰
さ
れ
た
旨
、

紹
介
し
ま
し
た
が
「
山
下
幸
秀
」
議
員
の
誤
り
で

す
。
こ
こ
に
訂
正
し
ま
す
。

永
年
勤
続
表
彰

山
下
幸
秀
議
員

　
　

略
歴

昭
和
二
十
六
年
四
月
十
日
生

議
会
議
員
四
期

議会議事堂前花壇の植栽風景（平成23年６月18日）

チビッ子も参加で
お疲れさまでした
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編
集
後
記

　
　
　

日
照
り
続
け
る
暑
い
日
差

　
　
　

し
の
中
、
皆
様
一
人
ひ
と

り
が
暑
さ
対
策
を
考
え
て
い
る
事
と

思
い
ま
す
。
４
度
目
の
台
風
も
過
ぎ

去
り
、
自
然
災
害
と
言
う
言
葉
が
身

近
に
迫
り
つ
つ
あ
る
こ
の
時
期
に
私

達
議
会
に
お
い
て
も
一
層
の
危
機
管

理
強
化
と
災
害
対
策
に
つ
い
て
行
政

と
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
和
泊
町
を
こ
れ
か
ら
も
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

　
　
　

（
文
責　

平　

勝
美
）

毎議　
　

長　
　

前
田　
　

力

議
会
報
編
集
委
員

委
員
長　
　

永
野　

利
則

副
委
員
長　
　

平　
　

勝
美

委　
　

員　
　

山
下　

幸
秀

同　
　
　
　
　

泉　
　

秀
樹


